
通所介護サービスを提供するために必要な職員・設備等は次のとおり

○ 人員基準

○ 設備基準

通所介護の概要・基準

通所介護の事業は、要介護状態となった場合においても、その利用者が可能な限りその居宅におい
て、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう生活機能の維持又は向上を目指
し、必要な日常生活上の世話及び機能訓練を行うことにより、利用者の社会的孤立感の解消及び心身
の機能の維持並びに利用者の家族の身体的及び精神的負担の軽減を図るものでなければならない。

基本方針

必要となる人員・設備等

生活相談員（社会福祉士等）
事業所ごとにサービス提供時間に応じて専従で１以上
（※生活相談員の勤務時間数としてサービス担当者会議、地域ケア会議等も含めることが可能。）

看護職員（看護師・准看護師）
単位ごとに専従で１以上
（※通所介護の提供時間帯を通じて専従する必要はなく、訪問看護ステーション等との連携も可能。）

介護職員

① 単位ごとにサービス提供時間に応じて専従で次の数以上（常勤換算方式）
ア 利用者の数が１５人まで １以上
イ 利用者の数が１５人を超す場合 アの数に利用者の数が１増すごとに０．２を加えた数以
上

② 単位ごとに常時１名配置されること
③ ①の数及び②の条件を満たす場合は、当該事業所の他の単位における介護職員として従事す
ることができる

機能訓練指導員 １以上（理学療法士・作業療法士・言語聴覚士、看護職員、柔道整復師又はあん摩マッサージ指圧師）

生活相談員又は介護職員のうち１人以上は常勤

※定員10名以下の地域密着型通所介護事業所の場合は看護職員又は介護職員のいずれか１名の配置で可

食堂
それぞれ必要な面積を有するものとし、その合計した面積が利用定員×3.0㎡以上

機能訓練室

相談室 相談の内容が漏えいしないよう配慮されている 2
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個別機能訓練加算(Ⅰ) 個別機能訓練加算(Ⅱ)

単 位 数 １日につき４６単位 １日につき５６単位

機能訓練指導員の配置
常勤・専従１名以上配置
(時間帯を通じて配置)

専従１名以上配置
(配置時間の定めはない)

（機能訓練指導員）
理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、看護職員、柔道整復師又はあん摩
マッサージ指圧師

個 別 機 能 訓 練 計 画
(利用者ごとに心身の状況に応じた上で)

多職種共同で作成
(利用者ごとに心身の状況を重視した上で)

多職種共同で作成

機 能 訓 練 項 目

利用者の自立支援と日常生活の充実
に資するよう複数種類の機能訓練項
目

利用者の生活機能向上を目的とする
機能訓練項目
（１人でお風呂に入る等といった生活機能の維
持・向上に関する目標設定が必要）

訓 練 の 対 象 者 人数制限なし ５人程度以下の小集団又は個別

訓 練 の 実 施 者

制限なし
（必ずしも機能訓練指導員が直接実施する必要は
なく、機能訓練指導員の管理の下に別の従事者が
実施した場合でも算定可）

機能訓練指導員が直接実施

実 施 回 数 実施回数の定めはない 概ね週１回以上実施

※機能訓練指導員が２名配置されていれば、同一日に同一の利用者に対して両加算を算定することも可能。
※機能訓練指導員等が利用者の居宅を訪問した上で、個別機能訓練計画を作成し、その後３月ごとに１回以上、利用者の居宅を訪問した上で、利用者又
はその家族に対して、機能訓練の内容と個別機能訓練計画の進捗状況等を説明し、訓練内容の見直し等を行っていることが必要（(Ⅰ)及び(Ⅱ)共通））

＜参考＞ 通所介護の個別機能訓練加算について

10


